
市民活動サポートセンター運営協議会 第 21 回 広報部会報告書 

<開催日時> 令和 6 年 3 月 14 日（木) 9 時 30 分～11 時 30 分 

<開催場所> 市民活動サポートセンター ５階 

＜出席者＞ 

広報部会 西野委員（部会長） 谷山委員（副部会長） 川島委員 斉木委員（司会） 海老田委

員（報告） 

市民協働課 矢田係長 冨沢主事 

１． しみんりょく 60 号(6 月 1 日発行)について 仮原稿をもとに校正 

1 面 市民活動サポートセンターってなに？ 

・Ｘに使用中の画像を追加（場所の記載） 

・設備について「オープンスペース（登録団体のみ）」 

「交流スペース（どなたでも）」を記載、印刷機料金の掲載 

 

2 面 Ｘアカウント及び市民力発見サイト紹介、並びに市民意識調査報告 

・Ｘアカウントは固定原稿文章を記載、発見サイト紹介はサイトキャプションを記載。 

尚補足として「ボランティアマッチングも行っています」との案内を追記。 

・市民意識調査は上段のグラフをＰ９７グラフへ差し替え。詳細確認要コードを追記。 

 

3 面 団体紹介広場（コハレＬＡＢＯ、シン・キカク） 

     ・コハレＬＡＢＯ…３月中に原稿依頼を市民協働課より送付。拝受次第原稿に挿入。 

     ・シンキカク…３月３０日13:00～開催のイベントへ川島委員出席、取材予定。 

 

4 面 市民活動フェア参加団体募集、なんでも相談窓口、編集後記 

  ・マッチング会の掲載箇所をフェア参加団体募集へ変更（12/6、12/7開催） 

  ・なんでも相談窓口の写真および相談内容の掲載（写真は3月7日のデータを活用、要使

用許諾） 

  ・ＢＬＯＧ紹介はスペースを確認しながら要検討 

 

２． SNS の進行状況確認と促進策 

 

課題①：ターゲットの見直し 

現在は市民の中で団体及び活動に興味がある方向けとなっているが、意識調査結果

も踏まえ、ターゲットの拡大が必要と見受けられる。 

改善：春先以降団体イベントが増える予想のため、取材投稿を増やす。 

 

課題②：投稿者の拡大 

団体様へ掲載用原稿を渡し記載してもらい、広報部会にて原稿を投稿。 

市民協働課様にていったん整理のため保留。 

 

課題③：文章の固さ 

指導を継続して受けていく、各団体様が原稿を執筆することにより解決可能。 

 

＜検討事項＞ (市民協働課補足意見) 

<次回開催予定> 日時 令和 6 年 4 月 11 日（木) ９：３０～ 

場所 市民活動サポートセンター 進行谷山委員 

部会報告作成担当者： 

海老田 

次回：川島委員 

 


